
Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30 米国研究入門Ⅰ

English for 
Academic 
PurposesⅠ

2時限
10:40-12:10

Freshman
EnglishⅠ 英語学概論

Foundational 
Literacies:

Reading & WritingⅠ

Freshman
EnglishⅠ

Freshman
EnglishⅠ

3時限
13:10-14:40 韓国語Ⅰ (a)

English for 
Academic 
PurposesⅠ

社会学Ⅰ 韓国語Ⅰ(a) 英語学概論

4時限
14:50-16:20

Freshman 
EnglishⅠ

Foundational 
Literacies:

Reading & WritingⅠ

5時限
16:30-18:00

オンデマンド：◆  基礎演習Ⅰ

英語を駆使し、主体的に課題を見つけ
解決する力を身につける

　英語は、グローバルに人や情報が交わる現在、日常生活、ビジネス、
国際社会において、人々がコミュニケーションをとるための「世界共
通語」となっています。英語で適切なコミュニケーションをとるために
は、多様な文化や価値観を主体的に学び、情報を批判的に受信しな
がら、自分の意見を場面に応じて的確に発信する力が大切になります。

課題解決力を身につけ即戦力に
　地域文化や国際社会について学びながら、自分で課題を発見し、
情報を集めて吟味し、必要に応じて軌道修正を行いつつ課題解決の
道筋を表現できる「自律した学修者」を養成します。また、「協働学習」
を通して多様性を尊重しつつ他者と協力して課題解決を目指す力も
養成します。参加型の授業を通して身につけるこうした力は、社会に

出てからも仕事や社会生活を含め生涯にわたって即戦力として生き
てきます。

グローバルマインドの醸成
　グローバル化する社会で活躍するには、幅広い教養に基づく高度
な英語力が必要です。そこで、本学科は「英語を学ぶ」から「英語で
学ぶ」に段階的に移行するカリキュラムを提供します。「聞く」「話す」「読
む」「書く」の4 技能を総合的に向上させつつ、学年が上がるにつれ、
英語で地域文化や国際社会に対する理解を深めます。全ての段階で、
グループワーク、ディスカッションなどの協働学習を取り入れます。
英語を駆使しグローバルマインドを醸成する。これこそが、本学科で
学ぶ大きな意義です。

外国語学部

ENGLISH
英米語学科

ENGLISH MAJOR / DEPARTMENT OF ENGLISH

必修科目と選択必修科目
（）内は単位数

基盤教育科目（6）は必修科目、学科指定研究科目（34）は必修・選択必修科目、演習科目（4）は選択必修科目として履修する。
注1：TOEFL  C基準（ ITP: 480、iBT: 54）以上取得済みであること。　注2：TOEFL  B基準（ ITP: 500、iBT: 61）以上取得済みであること。

1年次

必修選択外国語科目 下記から1言語履修
中国語、スペイン語、韓国語、フランス語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、アラビア語、ポルトガル語、ベトナム語、インドネシア語、タイ語（各4）

4年次

英語科目

必修

選択
必修

English for Liberal Arts（12）注1

英語専門講読（4）注2

Freshman EnglishⅠ・Ⅱ（8） 
Foundational Literacies: 
Reading & WritingⅠ・Ⅱ（4）

English for Academic PurposesⅠ・Ⅱ（4）

Media EnglishⅠ・Ⅱ（4） 
Academic Literacies: ReadingⅠ・Ⅱ（4） 
Academic Literacies: WritingⅠ・Ⅱ（4）

卒業までに下記から1単位以上履修
TOEFL ITP® 480演習（1）  TOEFL ITP® 500演習（1）

TOEFL iBT® 68演習L / R・S / W（各１）  TOEFL iBT® 80演習L / R・S / W（各1）

2年次 3年次

必修・選択必修   ●＝英語科目   ■＝研究科目   ◯＝演習科目

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

2時限
10:40-12:10

English for 
Liberal Arts

English for 
Liberal Arts 英米法と社会Ⅰ

3時限
13:10-14:40 韓国語Ⅲ (a) English for 

Liberal Arts 英語専門講読

4時限
14:50-16:20

Survey of 
American and 

English LiteratureⅠ
研究演習 ダイバーシティ

研究Ⅰ
History of the 
United StatesⅠ

English for 
Liberal Arts

5時限
16:30-18:00

必修・選択必修   ●＝英語科目   ▲＝選択外国語科目   ■＝研究科目   ◆＝基盤教育科目
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　英米語学科の語学教育の特徴は、まず必修英語
科目の多さにあります。例えば1年次には週6回の
「英語総合講座Ⅰ（Freshman English、 Foundational 
Literacies）」に加え、ホームルームの役割を果たす
「English for Academic Purposes」があり、90分の
英語科目（必修）の授業が週8回、 2年次にも「英語
総合講座Ⅱ」が週6回必修となります。「英語総合講
座Ⅰ」は外国人教員が担当※し、授業はすべて英語で
展開されます。グループワークやディスカッション、
プレゼンテーションといったさまざまな言語活動を取
り入れながら、「聞く、話す、読む、書く」の4 技能を総
合的に養います。なお、選択外国語科目が必修となっ
ており、卒業するまでに1言語（週2 回）を1年間学ぶ
ことが卒業要件となります。
※ 一部のクラスは、部分的に日本人教員が担当

▶１年次（前期）

　3・4年次の英語必修科目である「English for 
Liberal Arts」は、英語圏の歴史、社会、文化などさ
まざまなテーマを、英語で学び、高度な英語運用能
力と教養の両方を身につける授業です。「English 
for Liberal Arts」と「英語専門講読」を履修するた
めには、2年次末までに一定の英語運用能力基準
（TOEFL®テストのC～B基準）が必要です。さらに、
英語必修科目は研究科目と有機的に連動します。研
究科目のなかに、英語で行われる研究科目を設けて
います。英語圏の学部を想定した授業ですので、専
門分野を英語で研究する経験を得ることができます。

▶３年次（前期）

英米語学科モデルカリキュラム

国際コミュニケーション学科との違いを
具体的に教えてください。Q
英米語学科は、英語の必修時間が多いことに加え、言語と言語コミュニケー
ションの本質、英語教育、英語圏の歴史、政治、文化を学ぶことに重点を
置いています。英語教員をめざす学生が最も多い学科です。また、独自
に通訳・翻訳課程を設置しています。

A

第二外国語（選択外国語）は
どのくらいのレベルまで勉強できますか？Q
初級編のⅠは必修です。その先に中級編のⅡ、上級編のⅢという科目が
用意されているので、学習を続ければ、日常会話レベルまで習得すること
ができます。A

留学をしたいのですが、
選抜テストなどはありますか？Q
交換留学など、本学の留学制度を利用する場合には学内選考があります。
留学先により応募資格や条件、留学期間などが異なりますので、希望者
は必ず留学説明会に参加し、事前に十分な準備をしておく必要があります。A

英米語学科と国際コミュニケーション学科では
英語運用能力や就職先に違いはありますか？Q
学科による大きな違いはありません。英米語学科も国際コミュニケーショ
ン学科も英語運用能力のある学生が多く、就職先について大きな違いは
ありません。A
語学以外にどのようなことが学べますか？Q
各学科・専攻独自の研究科目が設置されており、「英語意味論・語用論」「日
本語から英語を見る」「米国社会論」「地域比較文化論」「ダイバーシティ
研究」等の英米語学科指定研究科目のほか、コミュニケーション、文化・芸
術、国際・法律、政治経済・地域社会系科目などを受講することができます。

A

通訳・翻訳課程と教職課程を
同時に履修することは可能ですか？Q
通訳・翻訳課程では留学が、教職課程では介護体験や教育実習が必修
となっているため、それらの時期が重ならないように工夫すれば、同時に
履修することも可能です。ただし、3年次前期までに留学を終えるなど計
画的に履修する必要があります。

A

あなたのギモンを解決 Q&A

技能別語学到達目標 

書く

検定等

理解する

話す

読む

聞く

やり取り

発表

英語

・ 様々な学術分野の専門的な内容を扱うまとまった分量のテキストを読み、理解することができる。
・ 新聞を読み、その内容を理解することができる。

・ 様々な学術分野の専門的な内容を扱う講義や口頭発表を理解することができる。
・ ニュース番組やテレビ番組、映画などの様々なジャンルの内容を理解することができる。

・ ディスカッションでは、専門的な内容について、自分の考えと他者の考えを関連づけつつ、積極的に意見交換をすることができる。
・ 社会上、学問上、職業上の目的、及び言語使用場面に応じて、効果的な話し方でやり取りができる。

・ さまざまな学術分野の専門的な内容について、重要な点を強調しつつ、補助的事項・理由・関連する事例を詳細に加えながら説得力のある議論を展開して結論を
まとめ、アカデミック・エッセイやリサーチ・ペーパーを書くことができる。
・ 文章を構成する際に必要となる、文法、語彙、論理的つながりを示す表現などを効果的に使用してまとまりのある文章を書くことができる。

・ TOEFL ITP 550点以上を目指す ・TOEFL iBT 80点以上を目指す 
・ 実用英語技能検定 1級を目指す ・TOEIC®L＆R 800点以上を目指す
・ CEFR B2-C1レベル相当以上

・ 様々な学術分野の専門的な内容について、文献・データ・証拠に基づいて説得力があり筋道だったプレゼンテーションやスピーチができる。
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